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家庭エコ診断推進基盤整備事業家庭エコ診断推進基盤整備事業
の背景・必要性等と全体構成の背景 必要性等と全体構成



１．家庭エコ診断推進基盤整備事業の背景等

家庭からの温室効果ガス排出量は
大幅な削減が必要です。

家庭部門のCO2排出量の推移

３．１１以降の家庭における節電
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③ 震災後、暖房の仕方を変更した世帯は
８割

家庭からの二酸化炭素排出量比率（用途別）2008年世帯当たりＣＯ２用途別排出割合（用途別）

家庭の排出量の大きい用途を中心に
効果的に削減する必要があります。

８割

④ 多く取り組まれた節電行動は「照明をこま
めに消す」 「使わない家電のプラグをコ
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短くする」
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家電の利用も

※住環境計画研究所資料より抜粋

節電意識 高ま さ なる 組 必 性庫等の家

電, 33%
大きい要因

出典） 国立環境研究所のデータをもとに作成

→節電意識の高まり、さらなる取組の必要性



２．家庭エコ診断推進基盤整備事業の背景等

事業の背景と必要性事業の背景と必要性

家庭部門の温室効果ガス排出量は、2008年、90年比で３割以上増加しており、抜本
的な対策が必要である。
平成22年6月18日に閣議決定された「新成長戦略～「元気な日本」復活のシナリオ平成 年 月 閣議決定された 新成長戦略 元気な 本」復活 シナリオ
～」において、「環境コンシェルジュ制度」の創設が位置付けられており、家庭が実際
の行動に移すため、各家庭のエネルギー利用状況等を診断した上で、中立性、信頼
性を確保したきめ細やかなアドバイスの実施が求められている性を確保したきめ細やかなアドバイスの実施が求められている。
地球温暖化対策に係る中長期目標の達成のためには、このような取組を速やかに
普及させることが必要であり、そのため、公平かつ正確なアドバイスの確保のための
診断ツ ルを開発するとともに これらの診断事業が地方公共団体や民間企業等に診断ツールを開発するとともに、これらの診断事業が地方公共団体や民間企業等に
おいて適切に実施できるようにすることが急務である。
そのため、気候や居住形態、また実施者の事業形態に応じて、家庭のCO2排出実
態を把握 診断 効果や信頼性 ある診断手法等を検証 策定態を把握しつつ、診断の効果や信頼性のある診断手法等を検証し、マニュアル策定
や資格制度の検討を行うことが求められている。

平成23 25年度

事業の実施年度事業の実施年度

平成23～25年度



地球温暖化対策に係る中長期目標の達成に向け 年比で３割以上増加している家庭部門の温室効果ガス排

３．家庭エコ診断推進基盤整備事業のスキーム

・地球温暖化対策に係る中長期目標の達成に向け、1990年比で３割以上増加している家庭部門の温室効果ガス排
出量を抜本的に削減

・「新成長戦略～「元気な日本」復活のシナリオ～」において位置付けられた「環境コンシェルジュ制度」の基盤整備

温暖化に対して何か取り組みたいけど、
我が家にとっての効果的な取組が知りたい！

家庭!?!?
「気づき」から

家庭のCO2排出情報の提供

・アンケートによる事前調査 等
地域・民間主体

診断員

!!!!
「アクション」へ

CO2排出量の「見える化」、具体的かつ総合的
な行動のアドバイス

・どこが悪いのか？みんなと比べると？何ができる？

による
家庭エコ診断

エコで経済的な生活

どこが悪いのか？みんなと比べると？何ができる？
・国や自治体の支援メニューのワンストップでの紹介

家庭の使用状況から

・個々の家庭の削減ポテンシャル
の推計

診断ツールを用いた家庭エコ診断
の効果の検証を

家庭のリアルタイムデータを解析し
・診断ツールの改善点の整理

の推計
・より低炭素な使い方の情報提供

を、円滑に行うための診断ツール
等の開発

・実施主体
・気候
・居住形態
等の特性を考慮して試行的に実施

・効果的な診断手法の検討
・マニュアルの策定
・資格制度化に向けた検討
等を実施等の特性を考慮して試行的に実施 等を実施

国による、中立性、信頼性を確保したきめ細やかな診断を促進するための基盤整備



４．平成22年度温室効果ガス「見える化」推進戦略会議と分科会の概要

○戦略会議 ：「見える化」のあり方の検討、分科会の検討成果の取りまとめ
○分科会 ：「見える化」に関する各テーマについて調査・検討

温室効果ガス「見える化」推進戦略会議温室効果ガス「見える化」推進戦略会議

温室効果ガス「見える化」の目的を改めて整理し、「見える化」に関する各種取組の現状や今後のあり方を検討す

日常生活からの温室効果ガスの「見える化日常生活からの温室効果ガスの「見える化

効果 見 」 改 、 見 」 関す 各種 今 あ 検 す
る。また、各分科会での検討結果等を踏まえ、家庭部門あるいは業務部門における最適な「見える化」手法の検証
を行い、今後の取組を推進する。

首都圏約800世帯に
日常生活からの温室効果ガスの「見える化」日常生活からの温室効果ガスの「見える化」

に関する分科会に関する分科会
家庭部門における「見える化」の効果や家電機器の省エネ性能等を検証した。また、有効な「見える化」
のための手法（表示方法・提供情報の種類）や人によるコンサルティングのあり方等を検討した

「見える化」機器を設置する
実証実験を実施

のための手法（表示方法・提供情報の種類）や人によるコンサルティングのあり方等を検討した。

事業者の提供する商品・サービスに係る温室効果事業者の提供する商品・サービスに係る温室効果
ガスの「見える化 に関する分科会ガスの「見える化 に関する分科会

「見える化」商品・サービスを有
する事業者を公募し、採択した
７事業者による実証を実施

事業者が提供している、あるいはアイデアを構想している「見える化」の商品やサービスに関して、
データの測定方法から分析までを評価・検証し成果を発表するとともに、普及促進方策等を検討した。

ガスの「見える化」に関する分科会ガスの「見える化」に関する分科会 ７事業者による実証を実施

家庭部門家庭部門CO2CO2排出構造把握に係る検討分科会排出構造把握に係る検討分科会
広義の「見える化」と位置付け、戦略会

議において情報共有

家庭部門における効果的なCO2削減対策の立案に資するため、家庭部門におけるCO2排出量に係る統計・
データベースを構築するに当たり、統計・データベースが有すべき内容を整理するとともに、その素案を提示し
た。



H22

５．平成22年度関連事業と家庭エコ診断推進基盤整備事業

H23
家庭エ 診断推進基盤整備事業

うちエコソフト活用した診断・相談事業

H22
地域で活動するNGO等支援事業 成果の反映と発展

H22
温室効果ガス排出量見える化事業

家庭での「見える化」

家庭エコ診断推進基盤整備事業

診断ツールの開発
家庭の使用状況から個々の家庭毎の削減ポテン
シャルを推計し より低炭素な使い方の情報提供

知見の活用

家庭での「見える化」
家庭内の主要なエネルギー消費機器のCO2排出
量を「見える化」することの削減効果の把握

日常生活CO2情報提供ツール

シャルを推計し、より低炭素な使い方の情報提供
を円滑に行うための診断ツールを開発

HEMS等による実測による診断効果検証日常生活CO2情報提供ツ ル
CO2家計簿やCO2排出量削減のヒントを提供す
る等の機能を持ったツールを一般公開

家電等の使用状況と認識の乖離、診断による効
果の把握

今後、フォローアップに活用することを検討 診断に活用

温暖化に対して何か取り組みたいけど、
我が家にとっての効果的な取組が知りたい！

今後、フォロ アップに活用することを検討 診断に活用

家庭!?!?
「気づき」から

家庭のCO2排出情報の提供

・アンケートによる事前調査 等

診断員

!!!!
「アクション」へ

CO2排出量の「見える化」、具体的かつ総合的
な行動のアドバイス

エコで経済的な生活

診断員
・どこが悪いのか？みんなと比べると？何ができる？
・国や自治体の支援メニューのワンストップでの紹介



６．平成22年度関連事業の概要と成果 1/2
地域で活動するNGO等支援事業：うちエコ診断・相談事業

①①実施スキーム実施スキーム



７．平成22年度関連事業の概要と成果 2/2

うちエコ診断事業を

②②H22H22年度うちエコ診断実施状況と効果のとりまとめ年度うちエコ診断実施状況と効果のとりまとめ
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効果測定を実施した691世帯において、
削減されたCO 削減量の合計は約731ｔ/年削減されたCO2削減量の合計は約731ｔ/年



８.「見える化」効果実証事業の概要と計測結果

省エネナビ設置の実証実験

H22年11～2月

グループAの世帯グループ （  順位： 世帯数： ） ◆省エネのヒント◆

～はじめに～
・電気を節約できそうな機器があれば、次のことをお試しください。

■照明
・長時間部屋を空ける際には、ランプを消灯する

69 82４人以上

世帯全体の平均消費電力量がグループ平均値より高めです。特に、夕方から夜にかけての消費電力量が高めです。
また、就寝時、もしくは不在時と思われる時間帯の電力消費(ベース使用電力)も高めです。省エネのヒントを掲載致し
ますので、参照下さい。

＆

H22年11～2月
約200世帯（事業全体は約800世帯）対象

(頻繁な点消灯はランプ寿命を縮めるのでご注意ください)。
・照明のかさやカバーをこまめに掃除する(感電にはご注意ください)。

・電球が切れたら、電球型蛍光ランプ、LEDランプに切り替える。

■冷蔵庫
・季節に合わせて設定温度を調節する（冬季は控えめにしてみてください）。
・ドアの開閉は少なく、開けている時間を短くする。
・壁から適切な間隔をあけて設置する。
・熱いものは冷ましてから冷蔵庫に入れる。
・冷蔵庫内を整理して、食べ物を詰め込みすぎない。

■テレビ
・見ていないときは電源を消す。
・画面が明るすぎる場合は、明るさを調節する。画面を掃除する。
・ゲームやVTR等の視聴後は、忘れずテレビの電源も消す。

■電気カーペット・こたつ
・電気カーペットは使用面積をこまめに調節し、設定温度は控えめにする。
・こたつは敷布団と掛け布団をあわせて使用し、設定温度は控えめにする。

■ 全体の電力消費状況

20.26 kWh/日

29.71 kWh/日

一日あたりの平均消費電力量（kWh/日)
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■その他の機器
・電気ポットは、長時間使わないときには電源を消す。
・温水洗浄便座は、便座や洗浄水の設定温度は控えめに、

使わないときはふたを閉める。

■エアコン
・服装で調節して暖房温度を控えめにする(暖房は20℃が目安です)。
・必要なときだけ使うようにして、つけたままにしない。
・厚手のカーテンを使用し、窓から熱が逃げるのを防止する。
・フィルターを定期的に掃除する。
・室外機の周辺には物を置かないようにする。

■ベース使用電力
・長時間または常時使用している電気製品（照明、電気カーペット、電熱型ヒーター、温水洗浄便座等）
の中に、不要につけっ放しにしているものがないか、温度調整などの工夫ができないかを調べる。

・電気製品は、使わないときはコンセントをプラグから抜く。
(時刻設定がリセットされたり、故障原因になることもあるのでご注意ください)
(「スイッチ付きテーブルタップ」を使えば、電気のオン／オフが簡単にできます)。

6.63 kWh/日

3.04 kWh/日

■ エアコンの電力消費状況
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貴世帯の平均消費電力
量が最も大きかった日
（01月16日）

貴世帯の測定期間の平
均

主要家電

「見える化」画面

主要計測結果（世帯全体の電力消費量）主要計測結果（世帯全体の電力消費量） 抜粋抜粋

サ バ

フィードバック（分析評価シート）

( 付 」を使 、電気 簡単 す)。

要 （ 費 ）要 （ 費 ） 抜抜

「見える化」開始後、『見える化群』が
常に下回っている。

1 50

見える化前 見える化後 フィードバック後 リバウンド期

な 群 （見える化期間平均で▲6.2%） 。
分析評価シートによるフィードバック
実施後に乖離幅が最大に。1.30 

1.40 

1.50  見えない群

見える化群

（第8週目で▲9.9%）。
リバウンド（見えなくする）効果の確認
期間では、乖離幅が狭まる。

1.10 

1.20 

期間では、乖離幅が狭まる。

（第11週で▲4.3%）1.00 

3週間第1週 2 3 4 5 6 7 8 9 10 第11週



９.「見える化」効果実証事業の成果

「見える化」の効果「見える化」の効果

「見える化」した方が電力消費量が少なくなる。 （前頁の結果）
「見える化」画面へのアクセス回数が多い人の方が削減率が大きい。
クラスター分析で分類した群によって削減率に差があり、 「見える化」の効果が一律でない可
能性がある

得られた知見得られた知見

能性がある。

「見える化」＋αの工夫が重要
実測値の「見える化」だけでなく、他者との比較などの分析を加えたデータに関心を持つ
人が多い

体 ば 変 繋が 情 が具体的に何をすればよいのか、行動変化に繋がりやすい形での情報提供が必要
「見える化」の効果をもたらすためには、家庭内で話をして共有することが必要。
個人の自己認識と実際の行動結果とは必ずしも一致しないため、「見える化」により現状を正
しく認識し 効果的な削減対策を考えることが必要

今後の課題今後の課題

測定機器の低価格化 標準化 等を通じた「見える化 機器の普及拡大

しく認識し、効果的な削減対策を考えることが必要。

測定機器の低価格化、標準化、等を通じた「見える化」機器の普及拡大
電力だけでなくガスや灯油も含めた「見える化」範囲の拡大

（環境家計簿等による「見える化」も含む）
個人の状況に応じたきめ細やかな情報提供個人の状況に応じたきめ細やかな情報提供

（大規模ＤＢの削減ポテンシャル分析等を通した知見拡充）
理解の増進や気付きを促す“人によるコンサルティング”の推進



１０．平成２２年度のCO2みえ～るツール

家庭での日々の生活や消費に伴うCO2排出量を「見える化」するウェブツール。

「省エネに役立つヒント集」や省エネの工夫を共有する「コミュニティ（掲示板）」機能を用意。省エネに役立つヒント集」や省エネの工夫を共有する コミュ ティ（掲示板）」機能を用意。

ニーズや用途に合わせて、全ての機能が備わった詳細版（パソコン版のみ）及び、簡単な情報入力の
みで活用できるように機能を絞った簡易版（パソコン版及び携帯電話版の２つ）を用意。

【URL】
http://mieeeru.go.jp

①家計のみえーる

詳細版画面例 主要機能の概要

家計簿ソフトのように、光熱水費だけでなく、食費等
の光熱水費以外の支出等を入力し、家庭での生活
や消費に伴うCO2排出量を「見える化」します。

②くらしのみえーる

家庭で行っているくらしの改善メニューを登録するこ
とで CO2排出量の変化と節約金額を「見える化」し

③家電のみえーる

とで、CO2排出量の変化と節約金額を「見える化」し
ます。

トップ画面

エアコン、テレビ、冷蔵庫、蛍光灯・照明器具につい
て、保有機器の購入年、型番等を入力することで、
機器毎のCO2排出量や電気代を「見える化」しま

換 合す。また、最新の機器に買い換えた場合の変化も
「見える化」します。グラフ画面



１１．今年度のCO2みえ～るツールの位置づけ

「CO2みえ～るツール」・・・ 本年度、団体登録機能の追加や使い勝手の改善を行い、公開を続ける。

「うちエコモニター専用サイト」・・・ 本年度 モニター家庭からの情報収集のための専用サイトを立ち上げるが

今年度の「今年度の「CO2CO2みえ～みえ～るるツール」の位置づけツール」の位置づけ

「うちエコモニター専用サイト」・・・ 本年度、モニター家庭からの情報収集のための専用サイトを立ち上げるが、

CO2算出式は、「CO2みえ～るツール」の一部の機能を準用。

※次年度以降の２つのツール運営のあり方を、専用サイトの試行を通して検討予定。

みえ るト プペ ジ

うちエコモニター専用サイトCO2みえ～るツール

うちエコモニター
専用サイト

http://uchieco.go.jp

みえーるトップページ
mieeeru.go.jp

HEMSデータ送信
凸版印刷

詳細版
mieeeru.go.jp/co2.html

簡易版(PC)
pc.mieeeru.go.jp

簡易版(携帯)
mb.mieeeru.go.jp

システム連携

凸版印刷

システム連携

データベース
データベース

日本IBM

データベース

しんきゅうさん
（家電DB）

凸版 TOPICA IBM 幕張ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ

データ
連携

日本IBM
凸版印刷

日本IBM凸版印刷



１２．家庭エコ診断推進基盤整備事業の全体構成

年度家庭 診断推進基盤整備事業委託業務 H23年度家庭 診断効果検証

環境省地球環境局温暖化対策課

※関連する業務のみ記載

H23年度家庭エコ診断推進基盤整備事業委託業務 H23年度家庭エコ診断効果検証
実測調査事業委託業務

凸版印刷株式会社

（１）地域別診断試行

地域事務局
（幹事センター）

地域事務局地域事務局

全国事務局
凸版印刷株式会社

HEMS設置家庭
1,000件 分

科
会

データ収集
地域事務局
（実施センター）

診断員診断員

地域事務局
（実施センター）

診断員診断員

計5 400件 00件

会
③
の
運
営

1,000件

家庭エコ診断
計5,400件
(HEMSの
1,000件含む)

4,400件 営

（４）検討会及び
分科会の運営

全国事務局

地域事務局
（幹事センター）

（２）民間企業等による診断試行

業種の選定 公募

全国事務局 （３）診断ツールの開発全国事務局 民間企業等

３業種程度
診断員

計600件
業種の選定、公募

全国事務局
（５）環境コンシェルジュ

制度検討

３業種程度



１３．本事業の全体実施スケジュール

業務内容
平成23年度

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

検討会の運営
家庭エコ診断推進基盤整備検討会

分科会の開催

平成23年度実

制度検討

課題の抽出及び検討

診断実施制度設計

資格制度設計

平成23年度実
施結果により
課題抽出

制度案改良
一
般
社
団

基
盤
整
備

診断ツール開発
改良

診断ツール
Ver.1
リリース 改良検討会による方針の決定

法
人

地
球
温
暖備

事
業 民間企業等による
診断試行実施

民間企業
等募集

診断及びサービス提供(600件)

効果測定 結果と

暖
化
防
止
全
国
ネ

地域別家庭エコ診

受診者募集

診断員 診断施行(4 400件)

効果測定 結果と
りまとめ

ネ
ッ
ト

断試行実施

家庭エコ診断効果検証

診断員
募集
養成

診断施行(4,400件)

効果測定 結果とりまとめ

モニター世帯募集
診断施行凸

版
株
式家庭エコ診断効果検証

実測調査事業

モニタ 世帯募集

HEMSによるデータ計測

(1,000件)版
印
刷

式
会
社

等



１４．うちエコ診断に係る事業の名称について

予算事業名 家庭エコ診断推進基盤整備事業

執行事業名 家庭エコ診断推進基盤整備事業
家庭エコ診断効果検証
実測調査事業

事業名
（通称名）

うちエコ診断事業 うちエコ診断検証事業

実施する診断 うちエコ診断

診断員 うちエコ診断員

ソフト うちエコ診断ソフトソフト うちエコ診断ソフト

受診家庭 （受診家庭） うちエコモニター

※次年度以降は、名称が変更になる可能性もあります。

※最終的に、制度構築を目指す「環境コンシェルジュ」はうちエコ診断をはじめ、
家庭におけるゼロエミッション化を進めるためのワンストップサービスを提供す
るものと想定。


